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（Ouchi 1981=1981; Vogel 1979=1979）。企業労働における規範的統制の試みと読み替える
ことができる「強い文化」による経営は、従業員の衷心からのやる気を引き出すとともに






















引き抜かれた人材が中心となって X 社の中核製品の原型がつくられたり、1990 年代後半に



































































































妙な図式を描いている（Garfinkel and Wieder 1992）。 
 































ンとウェス・シャロックによるいくつかの成果があげられており（Button and Sharrock 
1994, 1995, 1996）、「ポスト分析的エスノメソドロジー」と親和性の高い CSCW（Computer 





















































































ーの好例として、いくつかの研究（Cicourel 1974, 1995; McHugh et al. 1974; Mehan and 
Wood 1975; Wieder 1974）を挙げている。なかでも、本稿が特に依拠するのが、「受刑者コ














































































































2002: 126; Young 1987）、「ストーリー領域」におけるみずからの「構え」を自覚的に反省
するのは、「物語世界」を聞き取ることを可能にするためなのであって、「ストーリー領域」
における対話とその構築性への注視だけが強調され、肝心の「物語世界」を聞き取ること




















た調査倫理への配慮が必要不可欠となる（桜井 2002: 41; 石川・西倉 2015: 6）。ここで、
本稿が分析の対象とする語りが収集されたインタビュー調査の概要と、語り手のプライバ
シー保護に関する取り組みについて明示しておきたい。 
本稿が分析の対象とするエンジニアたちの語りは、2009 年から 2013 年にかけて実施し
たインタビュー調査において収集されたものである。この調査では、X 社で働いている／働












































第 8 節 本稿の構成 
 
以上の点をふまえたうえで、本稿は、3 部 9 章構成で本論の論述を展開する。各部各章の
概要は次の通りである。 
 
第 1 部 ―― ソフトウェア開発現場の制度的・文化的特質 
本稿が事例とする X 社の日本の開発部門について、その制度的・文化的特質を明らかに
































第 3 部 ―― 〈コード〉の自生性・流動性と多元性 
個人の情熱と能力に信頼を置く特異なソフトウェアづくりの常識的知識としてのエンジ
ニア〈コード〉が、いかにして立ち上がり、その自明性を維持してきたのかを明らかにす
ることが第 3 部の目的である。また、〈コード〉の多元性について言及する。 





















                                                  











ソフトウェア業務の従事者数は 65 万 8965 人であり、うち「会社」に所属する者が 65 万


























「エンジニアに忍び寄る『心の病』を察知せよ」（2004.10.20 Tech 総研） 
「突然襲うバーンアウト（燃え尽き）症候群」（2005.1.20 @IT） 
「うつ病の増加は IT 業界から始まった」（2005.10.17 ITPro） 
「ここは地獄か戦場か？火を噴くプロジェクト 死闘編」（2006.11.1 Tech 総研） 
「ここは地獄か戦場か？火を噴くプロジェクト 悦楽編」（2007.1.10 Tech 総研） 
「日立ソフトが取り組むメンタル・ヘルス問題」（2008.1.9 ITPro） 
「まさか自分が…うつ病を経て仕事に復帰したエンジニア」（2008.11.18 Tech 総研） 
「燃え尽き症候群に陥らないために――IT プロフェッショナルが避けるべき 10 の行動」




                                                                                                                                                  









































（Garfinkel 1967）の他にも、（Psathas 1980; Zimmerman and Pollner 1970; Zimmerman 








                                                                                                                                                  
15 筆者は、X 社を含めた 2 社において、エンジニアとして約 8 年間の勤務経験がある。 
 
 






























































ようだ。午前 11 時前が出勤ラッシュであることから分かるように、いわゆる「9 時 5 時」























X 社のエンジニア職の勤務形態は、午前 11 時から午後 3 時をコアタイムとする 1 日 7.5
時間のフレックスタイム制である。コアタイムの 4 時間は必ず職場にいなければならない
が、残りの 3.5 時間はコアタイムの前後に自由に配分することができる。午前 11 時に出社








































おける X 社開発部門の現場なのである。 
 
 



















































































第 3 節 パソコン向けソフトウェア開発産業の勃興・発展と X 社の歴史 
 
X 社は、米国西海岸に本社を置く大手ソフトウェア開発企業である。2014 年現在、子会





業から現在にいたるまでの X 社の歴史を概観していきたい。 
 






























Y 社との文化的対抗関係 ―― ソフトウェア開発現場の「ホットロッダー」たち 




紺のスーツを着た Y 社の官僚主義的な社員と、X 社のプログラマーとの間には、初め
から火花が散っていた。X 社では、プログラマーが好きなときに好きな服装で出社





























し、しかもそのことを誇るような X 社のエンジニアたちの姿が描かれている。 
ここで想起されるのが、ハーヴェイ・サックスの「ホットロッダー」と題する論考である




































要請されるようになったのである。X 社はこの時期、Y 社と共同で GUI OS の開発を進め
ながら、それとは別に、独自の GUI OS の開発も進めていた。しかし、自社開発の GUI OS
は、安定性と信頼性にかかわる致命的な技術的問題を抱えており、遅々として問題が解決し
ないことに業を煮やしたスミスら X 社の経営陣は、GUI OS の自社開発を中止し、来るべ
き時代も、Y 社との提携関係を続けていくことをほぼ決定していたのである。 
ところが、1988 年の夏、あるエンジニアの偶然の行動から、X 社は懸案の技術的問題を








こうして、1990 年代前半に Y 社との提携関係を解消した X 社は、自社開発の GUI OS の
後継バージョンを次々と発売していった。特に、1990 年代半ばに発売された GUI OS は、
33 
 
最初の 5 週間で 700 万本という売り上げを記録し5、個人用途から企業用途まで、パソコン































成熟期（2000 年代以降） ―― 2000 年の分水嶺と新たな分野における苦戦 
西暦 2000 年前後は、パソコン向けのソフトウェア開発産業にとって、大きな分水嶺と位

















直近の出来事としては、スミスの盟友であり創業期から X 社の事業を率いてきた CEO が










日本における X 社の歴史 
X 社の日本法人は、米国本社の創業から約 10 年後の 1980 年代半ば、東京のあるビルの
1 フロアを拠点として設立された8。Y 社との提携関係を背景に企業としての基盤を固めた
1980 年代、気鋭のベンチャーから業界のトップ企業へと成長した 1990 年代、そして、2000
年以降の成熟期へという歴史は、米国本社と歩みを同じくしている。2014 年現在、日本の
X 社は、全国 9 カ所に拠点を構え、営業、マーケティング、人事、開発といったさまざまな















































































































X 社の現場に PD エンジニアとして参加して間もない頃、筆者は、先輩エンジニアのこと

















エンジニアである。X 社の PD エンジニアには、内部設計からソースコードの記述まで、実
装作業のすべてが一任されている。PD エンジニアは、ある程度作業が進んだところでソー
スコードから実行可能なプログラムを生成して PT エンジニアに渡し、PT エンジニアは、
プログラムを実際に動かしてその動作を確認し、発見したバグの修正を PD エンジニアに






































1 本章のエスノグラフィーは、日本の X 社の開発部門において、筆者自身がエンジニアと
して働いていた頃の経験をもとに記述した。 
 








4 この回顧録は、1980 年代初頭の創業期から X 社に勤務し、OS 製品のいくつかの機能の
開発責任者を歴任した人物が、X 社の広報責任者の娘でもあるジャーナリストと共同で著
したものである。原書は 1998 年、邦訳書は 1999 年に出版されている。著者は、X 社がベ
ンチャーから巨大企業へと変貌していった 1990 年代の半ばに、経営陣や他の幹部たちと
の意見の違いもあって X 社を退職している。また、この回顧録は、X 社が業界における独







5 X 社の Web サイトに掲載されている社史の記述による。 
 
6 メインフレームからパソコンへ、ハードウェアからソフトウェアへという時代の流れに











8 日本法人が設立されたのは 1980 年代半ばであるが、ある日本のベンチャー企業と販売
代理店契約を結ぶことによって、X 社の日本における営業活動は、1970 年代末からすでに
                                                  
40 
 
                                                                                                                                                  
はじまっていた。 
 
9 2014 年 7 月現在、X 社の Web サイトに掲載されている情報による。 
 
10 2014 年 7 月現在、X 社の Web サイトに掲載されている情報による。 
 
























第 1 節 波乱と齟齬のインタビュー 
 
本章で取り上げるのは、X 社日本法人の人事部門に勤務する、A さん（40 代前半・女性）
とのインタビューである1。 
実は、A さんと筆者とは、2000 年代の初頭に開発部門の現場で同僚エンジニアとして働
いていた 10 年来の知り合いである。当時は、A さんも筆者も、X 社と協力関係にあった企
業に在籍しており、出向というかたちで X 社のプロジェクトに参加していたのであった。


































































開発部門で同僚エンジニアとして働いていた頃からすでに 10 年近い歳月が経ち、A さん


















































































ことである。X 社の Web サイトには、次に挙げる 6 つの言葉が、企業文化の価値観として
掲げられている3。 
 
1） Integrity and Honesty：誠実で正直であること 
2） Open and Respectful：オープンで、相手に敬意を表すること 

















A：だからワンオンワンを、うちの会社では 2 週に 1 回とか月 2 回とか、部署によって
違うんだけど、それを推奨しているのは、結構他社では意外なことにやってないんで














































































































































































































この業界ではいわゆる「9 時 5 時」ではなく夜遅くまで働くことが「基本」だと教えられ、













































































斐のある会社である、Yes か No かみたいな 5 段階で、88%ぐらいが Yes で、〔開発部
門会社〕が 40%くらいで。あー、なんか、しかも一番低かったのが、この会社は社員
























































































































































ることになったのであった。1 つ目の文脈は、人事部門の社員としての A さんと研究者と























































                                                  
1 A さんとのインタビューは、2013 年 9 月に実施された。インタビュー時間は約 2 時間 40
分である。 
 






3 英語・日本語とも、2014 年 11 月現在、X 社の Web サイトに掲載されている文言を引用
した。 
 
4 1990 年代の末期は、X 社がちょうど世界的大企業としての地位にのぼり詰めた時期であ
り、開発部門の現場は、常に人手不足の状態に悩まされていた。そのため、A さんや筆者が
そうであったように、同業他社や派遣会社から、出向や派遣というかたちで多数のエンジ






































第 1 節 エンジニア「スピリット」の語り 
 









トランスクリプト全体を振り返ってみると、B さんと筆者とのインタビューには 2 つの























「スピリット」の訓話としての B さんの職業人生は、4 つの時期に区分して語られてい











































































































































































































この時期、X 社は、当時のコンピュータ業界における圧倒的トップ企業であった Y 社と
の提携関係を背景に、パソコン向けソフトウェア開発分野の雄と目される存在になってい




























































































































































第 4 節 「リーダー」としての自己 
 




B：30 代の頃って、1 日 4 時間も寝れば、10 年間は生きていけたんですよ。5 時間、































































































































































第 5 節 「語り部」としての自己 
 
最後に語られているのは、2010 年代、50 代を迎えた現在進行形の自己である。B さんは、








はだから、完全に 30、40、50 で、10 年きざみで自分なりの目標だよね。 
 
B さんが今現在取り組んでいる目標とは、「サステイナブル（継続可能）」なチームをつく

































































































は、第 3 部においてあらためて検討することとしたい。 
 
 


































































                                                  
1 B さんとのインタビューは、2012 年 8 月に実施された。インタビュー時間は、約 3 時間
である。 
 















（Commodore PET: Computer History Museum Web サイトより
http://www.computerhistory.org/collections/catalog/102626724） 
 
5 2014 年 7 月現在、X 社の Web サイトに掲載されている情報による。 
 
6 インタビューの終盤、雑談に近い語り合いが展開されているとき、B さんは、家族につい



































































第 1 節 ある若手エンジニアの閉塞感の語り 
 
本章で取り上げるのは、新卒で入社して 6 年目、30 歳を迎えたばかりの若手エンジニア、
C さん（男性）とのインタビューである1。入社 6 年目というと、一般的には若手とはいえ
ないのかもしれないが、中途採用を主とし、毎年新卒を採用しているわけではない日本の
開発部門の現場において、C さんは、チームのなかでも下から 1 番目か 2 番目に経験が浅
い若手世代に位置しているのである2。父親の仕事の都合で子供の頃から海外での暮らしが




















































第 2 節 入社当初の戸惑いの経験 
 
C さんが入社後すぐに配属されたのは、あるビジネスアプリケーションのアドオンソフト
ウェアを開発する小規模なチームであった。PT エンジニアは 3 人、C さん以外の 2 人は、
社歴 10 年以上のベテラン寺田氏（仮名）と、C さんと同年代で数か月前に他社から転職し
てきたばかりの小島氏（仮名）という構成であった。ベテラン 1 人と転職してきたばかり
の若手 1 人、新卒の新人 C さんという PT グループの構成上、このチームのテスティング
作業は一旦寺田氏のもとに集約され、そこから、C さんと小島氏に割り振られることになっ

























































































































































































































































































































まであり、少なくとも、2000 年の分水嶺の少し前に X 社の現場に参加した筆者は、急成長



































































































































                                                  
1 C さんとのインタビューは、2009 年 8 月に実施された。インタビュー時間は、約 1 時間
である。 
 
2 2014 年 7 月現在、X 社の Web サイトに掲載されている情報によると、日本の開発部門に
勤務する社員の平均年齢は、39.3 歳である。年齢層ごとの社員数の分布は公開されていな
いが、創業期から働くエンジニアたちは 50 代前半であり、即戦力の中途採用を主としてお






については、（Garfinkel 1967b: 78）を参照のこと。 
 






マとして、いくつかの主要な研究において議論されている（Bittner 1963; Sacks 1963; 
Wieder 1970; Zimmerman 1970）。 
 




































第 1 節 あるエンジニアの退職をめぐる噂と 2 つの事実の語り 
 
X 社を退職してから数年が経った頃、筆者は、複数の元同僚からある興味深い噂を聞くこ
ととなった。優秀な PD エンジニアとして知られていた D さんが、プロジェクトのチェッ
クポイントを目前にして突然休日出勤を拒否、直属のマネージャから開発部門会社の社長
まで数段階の面談が即座にもたれ、その日のうちに退職が決まったというのである。 
D さんと同じ部署で働く PD エンジニアであり、ちょうどこの噂を聞いた時期にインタビ
98 
 


















































第 2 節 固有の「大義」の物語への気づき 
 
D さんとのインタビューは、退職という出来事とは関係なく予定されていたのであり、












































こうして X 社に入社した D さんだが、実は、技術γは、D さんが入社してすぐの時期に、











































































































































































D：だからこう、続いてるんですね。大体、2 月から始まって 4 末までですから、4 月
























































ューにおいて、次のように D さんを評価している。 
 



















































して、E さんは、市場を介して世界中の人々にパッケージソフトウェアを提供する X 社の
現場で働くところに、自分がつくったソフトウェアが何千人、何万人のユーザーにひろく
使われ、評価されるという「やりがい」を見出しているのである。 




現場で働くことをめぐる両者の価値観が明らかな齟齬をきたしている限り、E さんが D さ
んを優秀なエンジニアと評価することはあり得ないはずなのである。また、筆者自身も、D
さんの「大義」とも E さんの「やりがい」とも異なる、固有の生活史を背景とした固有の





















も共有されているかのような、2 者間における自明の事実としての D さんの優秀さがつく
りだされることになったのである。 






























































































                                                  
1 E さんとのインタビューは、D さんの退職という出来事があった直後、2009 年の 4 月末
に実施された。インタビュー時間は約 1 時間半である。 
 
2 D さんとのインタビューは、E さんとのインタビューから 10 日ほどのち、2009 年の 5






























































第 1 節 あるエンジニアの燃え尽き経験の語り 
 
本章で取り上げるのは、十数年間にわたって X 社で勤務した経験をもつ、F さん（40 代
前半・男性）とのインタビューである1。開発部門の PD エンジニアとして働いていた F さ

















そのような聞き手による導入もあり、F さんとの 2 回のインタビューでは、いずれも、燃
え尽きの経験が中心的な話題となった。1 回目のインタビューでは、X 社で働いた十数年の
経歴の概要と、なかでも「最悪の出来事」として、燃え尽きの経験が語られた。2 回目のイ



































プロジェクトの予定期間は 3 ヶ月、プロジェクトチームは、FM エンジニア 1 人、PD エ
















































PT という 3 職種の合議にもとづいて進んでいくのであった。技術的困難と動かせない期限









































































































聞き手はここで、F さんが X 社に入社する以前、フリーのゲームプログラマとして働い
ていたことをはじめて知ることになったのである。インタビューの話題は、さらに、職業








興味深いのは、職業人生の原点をめぐる F さんの語りが、B さん（第 3 章で既出）の語







続いて聞き手は、F さんがどのような経緯で、フリーのゲームプログラマから X 社のエ
ンジニアに転身することになったのかを尋ねている。ここでの応答を聞き取っていくこと

































































F：ステータス 8 割、9 割だね。 
 
ここで語られているのは、「ステータス」を得ることが、X 社のエンジニアへの転身を決














































































































































































































































































































































































                                                  
1 F さんとのインタビューは、2 回にわたって実施された。1 回目のインタビューは、2009
年 4 月に実施され、インタビュー時間は約 1 時間 15 分である。2 回目のインタビューは、






























                                                                                                                                                  
 
7 1990 年代後半の爆発的な成長期、慢性的な人手不足の状態にあった X 社は、中小の同業
他社や派遣会社から、出向や派遣というかたちで多数のエンジニアを受け入れていた。そ


















































職を務めている、G さん（50 代前半・女性）とのインタビューである1。 
G さんは、本稿で語りを取り上げた人々のうち、インタビュー以前に筆者と面識がなか
った唯一の人物である。G さんとのインタビューは、思いがけないきっかけで実現するこ
とになったのであった。第 3 章で「スピリット」の語りを取り上げた B さんとのインタビ
ューの終わり際、エンジニア職には女性が少なく2、特にキャリアが長い女性の話を聞く機
会がなかなかないと筆者がこぼしたところ、B さんの口にのぼったのが、入社当時からの長
年の仕事仲間である G さんだったのである。G さんとのインタビューは、B さんからの紹
介によって実現することになったのであった。B さんによると、G さんは、もともと B さ
んのようなマイコンマニアだったわけではなく、地方の国立大学を卒業後、メインフレー

































第 2 節 偶然としての就職と草創期の X 社における経験 
 
「かたちから入り」「流されてきた」職業人生の端緒として語られているのは、Y 社への








































































































相談した先輩から紹介されたのが、当時まだ Y 社と密接な協力関係にあった X 社だったと
いうのである。 
それまで、Y 社という世界的大企業で働き、「ベンチャーという言葉すら分かっていなか



















































の X 社の現場の様相である。 
Y 社から X 社への転職は、さまざまな驚きをともなったとはいえ、両社の協力関係と Y
社の先輩からの紹介によって実現した一連の出来事として語られている。Y 社の地元拠点へ













第 3 節 思いがけないエンジニアへの転身と「キャリアの絶頂期」の実現 
 






の素地をつくってた。その人は FM だったんだけど、叩き上げの人で、〔日本の X 社の〕


















































































ンビルの現場に一日の長があることは明らかであり、G さんや B さんを含め、グリーンビ
ルの現場に数ヶ月から数年にわたって長期出張し、帰還したエンジニアたちによって、日
本の開発部門の組織がかたちづくられていったことが語られている。FM・PD・PT という






























































X 社が 1990 年代初頭に発売した OS 製品は、企業用途にも十分耐え得る製品として高く
評価され、それを機に X 社は Y 社との協力関係を解消、同業他社のなかで頭ひとつ抜けた
存在として急成長しながら、パソコンの時代へという「革命」を主導していくことになっ


















創業者のスミスでさえまだ 30 代半ば、G さん自身も含め、体力に溢れ、たとえば家庭に



















































































































新たなバグの発生を招くことがある。FM や PD が修正の必要性を強く主張しても、品質保













第 4 節 2000 年の分水嶺を契機とした立場の逆転 
 
西暦 2000 年前後の時期は、パソコン向けのソフトウェア開発業界と X 社が、成長期から
成熟期へと入っていく分水嶺と位置づけることができるのであった。また、B さんが語って
いたように、この時期は、草創期から活躍してきたエンジニアたちの多くが、40 歳という
節目の年齢を迎える時期でもあった。B さんと同様に、G さんも、業界と X 社、そして個
人的な節目が重なった一大転機として、この時期の出来事を語っている。 
 


























































































に興味をもったことに加えて、この時期、もう 1 つの「楽しい」経験をしたという。 
 















































加えて、G さんと B さんの立場の逆転ともいえる現象が語られている。以前は B さんに





















































































































G：〔X 社の OS 製品〕っていう組織はもう、化け物のように大きい組織で、今までコ
ンシューマーだったので、上の上までも目が届くし、なんだろう、考え方をシンクさ
せるのでも、ま、1 回出てって、ぱーって話せばそれで事足りてたのが、うん、全然違









































































































                                                  
1 G さんとのインタビューは、2012 年の 8 月に実施された。インタビュー時間は約 2 時間
である。 
 
2 X 社の Web サイトで公開されている情報によると（2013 年 1 月現在）、開発部門の従業
員の 84%が男性である。 
 
3 G さんと同年代で、G さんと同様に地方の国立大学を卒業し、日本のコンピュータ企業の




























5 ここで G さんがとった戦略は、被差別部落に生きる人々の自律的でしたたかな「生活戦
略」（桜井 1998）と同様の実践として理解することができるだろう。 
 










9 Gさんとのインタビューは、結果として、語り手への「エンパワーメント」（桜井 2002: 286; 
蘭 2004: 52; Kleinman 1988=1996）として働くことになったようである。マニアからの叩









































たのが、中堅の PT エンジニア、H さん（30 代後半・男性）とのインタビューであった1。 

























































































































ここで、インタビューの話題は一旦脇道に逸れ、FM、PD、PT という 3 職種それぞれの
特徴が語り合われている。仕様の段階における製品の利便性や革新性という「ファンタジ
ー」を追求する FM、なにもないところから実際にプログラムを書き上げる「クリエイティ
ブ」な PD、そして、H さんは、FM・PD のような華やかさはないが、製品の外観や動作
の隅々にまで気を配る地道な作業によって品質を保証する職種として、PT エンジニアの特
徴を説明するのである。 




H：まあ、E ちゃん〔＝第 5 章語りを取り上げた E さん〕も近いタイプだけど、なん
つーの、ちゃんと信念もってる PD の人と仕事する PT はちょっと幸せ。その、FM が
ファンタジーなところを、PD が、いや、スーパーカーじゃなくて普通のセダンですっ













































































ここで用いられているのは、「職人」という言葉である。PT エンジニアは、FM や PD と
は違った地味な職種であり、「ゆずれない線」もあまりないという H さんの語りは、たとえ








な H さんの語りを聞いた筆者は、H さんがいまも変わらず同僚たちから厚い信頼を寄せら
れ、優秀な PT エンジニアとして安定的に働いているに違いないことを確信したのであった。 
 
 












































評価じゃないんですよ。……でも今回から、PT のマネージャ PT になったんで、PD
のマネージャ PD になったんで、その世界だけで評価されるようになったんですよ。 
 





























の砦」としての責務を果たす、従来の PT エンジニア像とは相容れないものであり、H さん
のような「職人」PT の評価は低下する一方だというのである。 

































































































































































































































































そのような未曾有の変化に際し、E さんが選択したのは、H さんのように X 社の現場で
新たな日常性をつくりあげていくことではなく、起業によって新たな現場をつくり出し、




















                                                  
1 H さんとのインタビューは、2009 年 6 月に実施された。インタビュー時間は、約 1 時間
30 分である。 
 
2 ここで異動することになった上級管理職の 1 人が、第 3 章で「スピリット」の語りを取り














フェーズは、PD エンジニアと PT エンジニアの話し合いのもと、ある程度作業が進んだと
ころで PD エンジニアがビルドを行い、生成された実行ファイルの動作を PT エンジニアが
確認するというやりとりを繰り返して進んでいくのであった。 
 






































第 1 節 渡米したあるエンジニアの語り 
 
I さん（30 代前半・女性）は、米国の大学を卒業後、2000 年代の半ばに日本の開発部門
に入社した元 PT エンジニアである1。近年の新卒採用者の多くは留学経験を有しており、



















りも確実に自立を達成できると考えた I さんは、米国に残り、IT エンジニアへの転職を見
据えて、電気工学科の 3 年次に編入することを決めたというのである。 




ておきたい。PT エンジニアとして日本の開発部門で 2 年ほど働いたのち、I さんは、みず































はホテルで働いてたときに、朝 5 時から夕方 4 時のときもあれば、昼 11 時から夜 10
のときもあるし、次の日に朝 5 時のシフトのときもあるしってので、もっと普通の仕












たという驚きや違和感は C さんのそれと同じではあり得ない。I さんがホテル業界から X
社に転じたところには、不規則な体力労働であるうえに経済的な自立すら達成できない状
況から脱するという固有の意味があったのであった。I さんが入社当初に覚えたという驚き































































































































第 3 節 米国の現場におけるカルチャーショックの経験 
 


















































































































































































































































































































































































































































                                                  




























組み替えは頻繁に発生するが（Luckmann and Berger 1964）、なかでも、現実認識の根本
的な転換を意味する翻身を成し遂げるには、新しい現実への案内人となる重要な他者
（Mead 1934=1973; Sullivan 1940）による仲介が必要不可欠であるとされている（Berger 





















第 1 節 個々人に固有の自律的実践の不可避的な没入的労働への転化 
 


























































































































































































































































5 組織化の理論が組織研究に与えたインパクトについては、（Anderson 2006; Miner 2003; 












Anderson, Marc H., 2006, "How Can We Know What We Think Until We See What We 
Said?: A Citation and Citation Context Analysis of Karl Weick's The Social 
Psychology of Organizing,"Organization Studies, 27(11): 1675-1692. 
Berger, Peter L, 1963, Invitation to Sociology: A Humanistic Perspective, Doubleday-
Anchor. 
Berger, Peter L. and Thomas Luckmann, 1966, The Social Construction of Reality: A 
Treatise its the Sociology of Knowledge, Anchor Books.（＝2003，山口節郎訳『現実
の社会的構成――知識社会学論考』新曜社．） 
Beyer, Janice. M., 1990, "The Twin Dilemmas of Commitment and Coherence Posed by 
High Technology," in L. R. Gomez-Mejia and M. W. Lawless eds.,Organizational 
Issues in High Technology Management, JAI Press, 19-36. 
Bittner, Egon, 1963, "Radicalism and the Organization of Radical 
Movements,"American Sociological Review, 28(6): 928-940. 
Bourdieu, Pierre, 1977, Outline of a Theory of Practice, Cambridge University Press. 
Brooks, Frederick Phillips, Jr., 1995, The Mythical Man-Month: Essays on Software 
Engineering, Anniversary Edition, Addison-Wesley.（＝2002，滝沢徹・牧野祐子・富
澤昇一訳『人月の神話――狼人間を撃つ銀の弾はない（新装版）』ピアソン・エデュケ
ーション．） 
Bruner, Edward M., 1984, Text, Play, and Story: The Construction and Reconstruction 
of Self and Society, Waveland Press. 
Button, Graham, 1993, Technology in Working Order: Studies of Work, Interaction, and 
Technology, Routledge. 
Button, Graham and Wes Sharrock, 1994, "Occasioned Practices in the Work of 
Software Engineers," in Marina Jirotka and Joseph Goguen eds.,Requirements 
Engineering: Social and Technical Issues, Academic Press, 215-240. 
Button, Graham and Wes Sharrock, 1995, "Practices in the Work of Ordering Software 
Development," in Alan Firth ed.,The Discourse of Negotiation: Studies of Language 
203 
 
in the Workplace, Pergamon Press, 159-181. 
Button, Graham and Wes Sharrock, 1996, "Project Work: The Organisation of 
Collaborative Design and Development in Software Engineering,"Computer 
Supported Cooperative Work: The Journal of Collaborative Computing, 5: 369-386. 
Cicourel, Aaron V., 1974, Theory and Method in a Study of Argentine Fertility, John 
Wiley & Sons. 
Cicourel, Aaron V., 1995, The Social Organization of Juvenile Justice, Transaction 
Press. 
Crapanzano, Vincent, 1980, Tuhami: Portrait of a Moroccan, University of Chicago 
Press.（＝1991，大塚和夫・渡部重行訳『精霊と結婚した男――モロッコ人トゥハー
ミの肖像』紀伊國屋書店．） 
Edwards, Richard C., 1979, Contested Terrain: The Transformation of the Workplace in 
the Twentieth Century, Basic Books. 
Etzioni, Amitai, 1961, A Comparative Analysis of Complex Organizations: On Power, 
Involvement, and Their Correlates, The Free Press.（＝1966，綿貫譲治監訳『組織
の社会学的分析』培風館．） 
Friedland, Roger and Robert R. Alford, 1991, "Bringing Society Back in: Symbols, 
Practices, and Institutional Contradictions," in Walter Powell and Paul DiMaggio 






Garfinkel, Harold, 1946, "Color Trouble," in Bucklin Moon ed.,Primer for White Folks: 
An Anthology of Writings by and about Negroes from Slavery Days to Today's 
Struggle for a Share in American Democracy, Doubleday Doran, 269-286.（＝
1998，秋吉美都訳「カラートラブル」山田富秋・好井裕明編『エスノメソドロジーの
想像力』せりか書房，10-29．） 
Garfinkel, Harold, 1952, The Perception of the Other: A Study in Social Order, Ph.D. 
Dissertation, Harvard University. 
Garfinkel, Harold, 1963, "A Conception of, and Experiments with 'Trust' as a Condition 
of Stable Concerted Actions," in O. J. Harvey ed.,Motivation and Social Interaction: 
Cognitive Determinants, Ronald Press, 187-238. 
Garfinkel, Harold, 1964, "Studies of the Routine Grounds of Everyday Activities,"Social 
Problems, 11(3): 225-250. 
204 
 
Garfinkel, Harold, 1967, Studies in Ethnomethodology, Prentice-Hall. 
Garfinkel, Harold, 1967a, "What is Ethnomethodology?," in Harold Garfinkel,Studies 
in Ethnomethodology, Prentice-Hall, 1-34. 
Garfinkel, Harold, 1967b, "Common Sense Knowledge of Social Structures: the 
Documentary Method of Interpretation in Lay and Professional Fact Finding," in 
Harold Garfinkel,Studies in Ethnomethodology, Prentice-Hall, 76-103. 
Garfinkel, Harold, 1974, "The Origin of the Term Ethnomethodology," in Roy Turner 
ed., Ethnomethodology, Penguin, 15-18. Originally Published as Pursue 
Symposium on Ethnomethodology, 1968.（＝2004，「エスノメソドロジー命名の由
来」山田富秋・好井裕明・山崎敬一編訳『エスノメソドロジー――社会学的思考の解
体』せりか書房，11-20．） 
Garfinkel, Harold ed., 1986, Ethnomethodological Studies of Work, Routledge. 
Garfinkel, Harold, 1991, "Respecification: Evidence for Locally Produced, Naturally 
Accountable Phenomena of Order, Logic, Reason, Meaning, Method, etc. in And as 
of the Essential Haecceity of Immortal Ordinary Society (I) – An Announcement of 
Studies," in Graham Button ed.,Ethnomethodology and the Human Sciences, 
Cambridge University Press, 10-19. 
Garfinkel, Harold and Harvey Sacks, 1970, "On Formal Structures of Practical 
Actions," in John C. McKinney and Edward Tiryakian eds.,Theoretical Sociology: 
Perspectives and Development, Appleton-Century-Crofts, 338-366. 
Garfinkel, Harold and Lawrence D. Wieder, 1992, "Two Incommensurable, 
Asymmetrically Alternate Technologies of Social Analysis," in Graham Watson and 
Robert M. Seiler eds.,Text in Context: Contributions to Ethnomethodology, Sage, 
175-206. 
Goffman, Erving, 1967, Interaction Ritual: Essays on Face-to-Face Behavior, Aldine.
（＝1986，広瀬英彦・安江孝司訳『儀礼としての相互行為――対面行動の社会学』法
政大学出版局．） 
Gouldner, Alvin W., 1957, "Cosmopolitans and Locals: Toward an Analysis of Latent 
Social Roles. I,"Administrative Science Quarterly, 2(3): 281-306. 
Gouldner, Alvin W., 1958, "Cosmopolitans and Locals: Toward an Analysis of Latent 





Hochschild, Arlie, 1983, The Managed Heart: Commercialization of Human Feeling, 
205 
 
University of California Press.（＝2000，石川准・室伏亜希訳『管理される心――感
情が商品になるとき』世界思想社．） 











Kanter, Rosabeth Moss, 1983, The Change Masters: Innovations for Productivity in the 
American Corporation, Simon and Schuster.（＝1984，長谷川慶太郎監訳『ザ・チ
ェンジ・マスターズ――21 世紀への企業変革者たち』二見書房．） 
Klein, Naomi, 2007, The Shock Doctrine: The Rise of Disaster Capitalism, Knopf.（＝
2011，幾島幸子・村上由見子訳『ショック・ドクトリン――惨事便乗型資本主義の正
体を暴く』岩波書店．） 





Kunda, Gideon, 1992, Engineering Culture: Control and Commitment in a High-Tech 
Corporation, Temple University Press.（＝2005，金井壽宏監修・樫村志保訳『洗脳
するマネジメント――企業文化を操作せよ』日経 BP．） 
Luckmann, Thomas and Peter L. Berger, 1964, "Social Mobility and Personal 
Identity,"European Journal of Sociology, 5(2): 331-344. 
Luff, Paul and Jon Hindmarsh and Christian Heath eds., 2000, Workplace Studies: 
Recovering Work Practice and Informing System Design, Cambridge University 
Press. 
Luhmann, Niklas, 1972, Rechtssoziologie, Rowohlt.（＝1977，村上淳一・六本佳平訳
『法社会学』岩波書店．） 
Lukes, Steven, 1975, "Political Ritual and Social Integration,"Sociology, 9(2): 289-308. 
Lynch, Michael, 1997, Scientific Practice and Ordinary Action: Ethnomethodology and 
206 
 








McHugh, Peter and Stanley Raffel and Daniel C. Foss and Alan F. Blum, 1974, On the 
Beginning of Social Inquiry, Routledge. 
Mead, George H., 1934, Mind, Self, and Society, University of Chicago Press.（＝
1973，稲葉三千男・中野収・滝沢正樹訳『精神・自我・社会』青木書店．） 
Mehan, Hugh, 1979, Learning Lessons: Social Organization in the Classroom, Harvard 
University Press. 
Mehan, Hugh and Houston Wood, 1975, The Reality of Ethnomethodology, John Wiley 
& Sons. 
Merton, Robert K., 1957, Social Theory and Social Structure, Simon and Schuster.（＝
1961，森東吾・森好夫・金沢実・中島竜太郎訳『社会理論と社会構造』みすず書
房．） 
Miner, John B., 2003, "The Rated Importance, Scientific Validity, and Practical 
Usefulness of Organizational Behavior Theories: A Quantitative Review,"Academy 
of Management Learning & Education, 2(3): 250–268. 
三橋弘次，2006，「性別職域分離――感情労働を鍵として」江原由美子・山崎敬一編『ジ
ェンダーと社会理論』有斐閣，222-229． 








Ouchi, William, 1981, Theory Z: How American Business Can Meet the Japanese 
Challenge, Addison-Wesley.（＝1981，徳山二郎監訳『セオリーZ――日本に学び、
日本を超える』CBS・ソニー出版．） 
Parsons, Talcott, 1937, The Structure of Social Action: A Study in Social Theory with 
207 
 
Special Reference to A Group of Recent European Writers, McGraw-Hill.（＝1976
～89，稲上毅・厚東洋輔・溝部明男訳『社会的行為の構造 第 1～5 分冊』木鐸社．） 
Peters, Thomas J. and Robert H. Waterman, 1982, In Search of Excellence: Lessons 
from America's Best-Run Companies, Harper and Row.（＝1983，大前研一訳『エ
クセレント・カンパニー』講談社．） 
Philips, Susan U., 1992, The Invisible Culture: Communication in Classroom and 
Community on the Warm Springs Indian Reservation, Waveland Press. 
Pierce, Jennifer L., 1995, Gender Trials: Emotional Lives in Contemporary Law Firms, 
University of California Press. 
Pollner, Melvin, 1975, "'The Very Coinage of Your Brain': The Anatomy of Reality 
Disjunctures,"Philosophy of the Social Sciences, 5: 411-430.（＝2004，山田富秋・好
井裕明・山崎敬一編訳「お前の心の迷いです――リアリティ分離のアナトミー」『エス
ノメソドロジー――社会学的思考の解体』せりか書房．） 
Pollner, Melvin, 1987, Mundane Reason: Reality in Everyday and Sociological Descourse, 
Cambridge University Press. 
Pollner, Melvin, 1991, "Left of Ethnomethodology: The Rise and Decline of Radical 
Reflexivity,"American Sociological Review, 56(3): 370-380. 
Polok, Nina A. and R. Wayne Boss, 1994, "The Existence of Burnout in High Technology 
Firms,"Journal of Health and Human Resources Administration, 16(3): 304-331. 
Psathas, George, 1980, "Approaches to the Study of the World of Everyday 
Life,"Human Studies, 3(1): 3-17. 
Ramos-Rodriguez, Antonio-Rafael and Jose Ruiz-Navarro, 2004, "Changes in the 
Intellectual Structure of Strategic Management Research: A Bibliometric Study of 
the Strategic Management Journal, 1980–2000,"Strategic Management Journal, 
25(10): 981–1004. 
Sacks, Harvey, 1963, "Sociological Descriptions,"Berkeley Journal of Sociology, 8(1): 1-
16. 
Sacks, Harvey, 1979, "Hotrodder: A Revolutionary Category," in George Psathas 













Schutz, Alfred, 1962, "Symbol, Reality and Society," in Maurice Natanson ed.,Collected 
Papers I: The Problem of Social Reality, Nijhoff, 287-356.（＝1985，渡部光・那須
壽・西原和久訳『アルフレッド・シュッツ著作集 第 2 巻――社会的現実の問題
〔Ⅱ〕』マルジュ社．） 
Schutz, Alfred, 1970a, Reflections on the Problem of Relevance, edited by Richard M. 
Zaner, Yale University Press.（＝1996，那須壽・浜日出夫・今井千恵・入江正勝訳
『生活世界の構成――レリヴァンスの現象学』マルジュ社．） 




Turner, Victor W., 1969, The Ritual Process: Structure and Anti-Structure, Aldine.（＝
1996，冨倉光雄訳『儀礼の過程』新思索社．） 
Vogel, Ezra F., 1979, Japan as Number One: Lessons for America, Harvard University 
Press.（＝1979，広中和歌子・木本彰子訳『ジャパンアズナンバーワン――アメリカ
への教訓』TBS ブリタニカ．） 
Weick, Karl E., 1979, The Social Psychology of Organizing, 2nd ed., Addison-Wesley.
（＝1997，遠田雄志訳『組織化の社会心理学』文眞堂．） 
Wieder, Lawrence D., 1970, "On Meaning by Rule," in Jack D. Douglas 
ed.,Understanding Everyday Life, Aldine, 107-135. 
Wieder, Lawrence D., 1974, Language and Social Reality: The Case of Telling the Convict 
Code, Mouton. 
Wieder, Lawrence D., 1974a, "Telling the Code," in Roy Turner ed., Ethnomethodology, 
Penguin, 144-172. Originally published by Mouton as Language and Social Reality: 
The Case of Telling the Convict Code, 1974.（＝2004，「受刑者コード――逸脱行動
を説明するもの」山田富秋・好井裕明・山崎敬一編訳『エスノメソドロジー――社会
学的思考の解体』せりか書房，167-232．） 
Wilson, Thomas P., 1970, "Conceptions of Interaction and Forms of Sociological 















Young, Katharine Galloway, 1987, Taleworlds and Storyrealms: The Phenomenology of 
Narrative, Nijhoff. 
Yourdon, Edward, 2004, Death March, 2nd ed., Pearson Education.（＝2006，松原友夫・
山浦恒央訳『デスマーチ――ソフトウェア開発プロジェクトはなぜ混乱するのか（第 2
版）』日経 BP．） 
油布佐和子，1995，「教師の多忙化に関する一考察」『福岡教育大学紀要 第 4 分冊 教職科
編』44: 197-210． 
Zimmerman, Don H., 1970, "The Practicalities of Rule Use," in Jack D. Douglas 
ed.,Understanding Everyday Life, Aldine, 221-238. 
Zimmerman, Don H. and Melvin Pollner, 1970, "The Everyday World as a 
Phenomenon," in Jack D. Douglas ed.,Understanding Everyday Life, Aldine, 80-
103. 
Zimmerman, Don H. and Lawrence D. Wieder, 1970, "Ethnomethodology and the 
Problem of Order: Comment on Denzin," in Jack D. Douglas ed.,Understanding 
Everyday Life, Aldine, 287-295. 
 
 
